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Renesas Synergy™ Platform 
IAR C-STAT 静的解析ツールを使用した 

MISRA C:2012の実行方法 
本資料は英語版を翻訳した参考資料です。内容に相違がある場合には英語版を優先します。資料によっては

英語版のバージョンが更新され、内容が変わっている場合があります。日本語版は、参考用としてご使用の

うえ、最新および正式な内容については英語版のドキュメントを参照ください。 

 

序論 
本アプリケーションノートでは、IAR EWの IAR C-STATを使用したコード解析の方法について説明します 

 

内容 

1. プロジェクトの設定                                                         2頁 

2. プロジェクトの解析                                                         3頁 

3. レポートの利用                                                             5頁 
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1. プロジェクトの設定 
1. IAR EW for Synergyから拡張子.ewwのワークスペースを開きます。本アプリケーションノートで
は、デモンストレーションのために NETX DUO Webサーバーを使用します。 
NETX_DUO_Webserver.ewwファイルを指定ください。 

2. Renesas Standalone Synergy Configurationを開始し、プロジェクトコンテンツを作成します。 

 
図 1   プロジェクトコンテンツの作成 

3. [Project]> [Make]または F7を使用してプロジェクトを構築し、すべてのファイルが使用可能であるこ
と、また、構文エラーがないことを確認します。他の方法として [Project]> [Rebuild All]を使用してプ
ロジェクトを構築することも可能です。 

 
図 2   プロジェクトの作成 



Renesas Synergy ™ プラットフォーム MISRA C：2012から選択された IAR C-STATス   
タティックコード解析の使用 

R20AN0436JU0100  Rev.1.00                                                                                                          Page 3 of 7 
2017.02.02  

2. プロジェクトの解析 
1. ここまでで、IAR C-STATを使用したスタティックコード解析を行う準備が整いました。初めにプロジ
ェクトを選択し、[Project]> [Options]の下にある[Options]> [Static Analysis]を選択するか、プロジェク
トを右クリックします。次に MISRA C：2012の IoT checksのみを有効にするため、[Import Settings]ボ
タンをクリックします。そしてこのテクニカルノートで提供されるファイル

cstat_IoT_settings_X_XX.xmlを選択してください。X_XXは、使用中の IAR EW for Synergyのバー
ジョン（7.41.1または 7.71.1）を表しています。 

 
図 3   オプションの設定 

2. [OK]をクリックして確定すると、C-STATチェックが正常にロードされたというメッセージが表示され
ます。  

 
図 4   設定の確認 

3. [Select C-STAT Checks…]をクリックし、MISRA 2012のチェックボックスが有効になっていることを確
認します。 [OK]を押して確定します。 

  
図 5   MISRA C:2012を選択 
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4. [Project]> [C-STAT Static Analysis]>[ Analyze Project] またはショートキー[Shift ]+[ F7] により、静的コ
ード解析を開始してください。 

 
図 6   プロジェクトの解析 

5. 右クリックでファイルまたはグループを指定し、オプション[C-STAT Static Analysis ]>[ Analyze File(s)]
を使用することで、特定のファイルまたはグループを解析することもできます。 

 
図 7   ファイルの解析 
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3. レポートの利用 
1. 3〜4分後、静的コード解析が完了し、C-STATメッセージウィンドウにワーニング出力されます。ワー
ニングのメッセージ中のチェック名、ファイルの詳細、および重要度に注意してください。 

 
図 8   C-STAT レポート 

2. F1キーを押すと、トリガーされた追加情報や問題の解決方法に関する情報を得ることができます。 

 
図 9   警告の詳細 

3. 以上で IAR C-STATコード解析は終了です。 
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ホームページとサポート窓口 

サポート:  https://synergygallery.renesas.com/support 

テクニカルサポート: 

 アメリカ:  https://renesas.zendesk.com/anonymous_requests/new   
 ヨーロッパ:  https://www.renesas.com/en-eu/support/contact.html  
 日本:  https://www.renesas.com/ja-jp/support/contact.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。

https://synergygallery.renesas.com/support
https://renesas.zendesk.com/anonymous_requests/new
https://www.renesas.com/en-eu/support/contact.html
https://www.renesas.com/ja-jp/support/contact.html
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■営業お問合せ窓口

■技術的なお問合せおよび資料のご請求は下記へどうぞ。
　総合お問合せ窓口：https://www.renesas.com/contact/

ルネサスエレクトロニクス株式会社　〒135-0061　東京都江東区豊洲3-2-24（豊洲フォレシア）

© 2017  Renesas Electronics Corporation. All rights reserved.
Colophon 5.0

http://www.renesas.com
※営業お問合せ窓口の住所は変更になることがあります。最新情報につきましては、弊社ホームページをご覧ください。

ご注意書き

1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。お客様の機器・システムの設計におい
て、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用する場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因して生じた損害（お客様

または第三者いずれに生じた損害も含みます。以下同じです。）に関し、当社は、一切その責任を負いません。

2. 当社製品、本資料に記載された製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因して発生した第三者の特許権、著作権その他の
知的財産権に対する侵害またはこれらに関する紛争について、当社は、何らの保証を行うものではなく、また責任を負うものではありません。

3. 当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。

4. 当社製品を、全部または一部を問わず、改造、改変、複製、その他の不適切に使用しないでください。かかる改造、改変、複製等により生じた損害に関し、当社
は、一切その責任を負いません。

5. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図しております。
標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、

家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等

高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通制御（信号）、大規模通信機器、

金融端末基幹システム、各種安全制御装置等

当社製品は、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある機器・システム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等）、もしくは多大な物的損害を発生させ

るおそれのある機器・システム（宇宙、海底中継器、原子力制御システム、航空機制御システム、プラント基幹システム、軍事機器等）に使用されることを意図

しておらず、これらの用途に使用することはできません。たとえ、意図しない用途に当社製品を使用したことにより損害が生じても、当社は一切その責任を負い

ません。

6. 当社製品をご使用の際は、最新の製品情報（データシート、ユーザーズマニュアル、アプリケーションノート、信頼性ハンドブックに記載の「半導体デバイスの使
用上の一般的な注意事項」等）をご確認の上、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他指定条件の範囲内でご使用ください。指

定条件の範囲を超えて当社製品をご使用された場合の故障、誤動作の不具合および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。

7. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合がありま
す。また、当社製品は耐放射線設計を行っておりません。仮に当社製品の故障または誤動作が生じた場合であっても、人身事故、火災事故その他社会的損害等を

生じさせないよう、お客様の責任において、冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとしての

出荷保証を行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行ってく

ださい。

8. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制する
RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。かかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関して、
当社は、一切その責任を負いません。

9. 当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。また、当社製品および技術
を、(1)核兵器、化学兵器、生物兵器等の大量破壊兵器およびこれらを運搬することができるミサイル（無人航空機を含みます。）の開発、設計、製造、使用もし
くは貯蔵等の目的、(2)通常兵器の開発、設計、製造または使用の目的、または(3)その他の国際的な平和および安全の維持の妨げとなる目的で、自ら使用せず、か
つ、第三者に使用、販売、譲渡、輸出、賃貸もしくは使用許諾しないでください。

当社製品および技術を輸出、販売または移転等する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他日本国および適用される外国の輸出管理関連法規を遵守し、それら

の定めるところに従い必要な手続きを行ってください。

10.お客様の転売、貸与等により、本書（本ご注意書きを含みます。）記載の諸条件に抵触して当社製品が使用され、その使用から損害が生じた場合、当社は一切その
責任を負わず、お客様にかかる使用に基づく当社への請求につき当社を免責いただきます。

11.本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。
12.本資料に記載された情報または当社製品に関し、ご不明点がある場合には、当社営業にお問い合わせください。
注1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレクトロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を

直接または間接に保有する会社をいいます。

注2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注1において定義された当社の開発、製造製品をいいます。
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